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日
に
日
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
13
日
に
か
け
て
日
本
列
島
を
縦
断

し
た
大
型
台
風
19
号
が
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
を

降
ら
せ
、
河
川
の
氾
濫
や
堤
防
の
決
壊
、
土
砂
崩

れ
な
ど
が
相
次
ぎ
、
想
像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
11
日
に
第
４
次
安
倍
第
２
次
改
造

内
閣
が
発
足
し
、
双
葉
町
の
復
興
に
関
係
が
深
い

復
興
大
臣
、
環
境
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
が
交
代

し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
に
は
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
が
い
わ

き
事
務
所
を
訪
問
さ
れ
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
と
と
も
に
懇
談
し
ま
し
た
。
私
か
ら
小
泉
環
境

大
臣
に
「
双
葉
町
は
被
災
市
町
村
の
中
で
唯
一
避

難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
被
災
自
治

体
と
は
復
興
の
状
況
が
違
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な

復
興
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
お
り
、
復
興
財
源
や

支
援
の
あ
り
方
な
ど
が
模
索
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
双
葉
町
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

覚
悟
を
持
っ
て
復
興
の
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
に
は
菅
原
一
秀
経
済
産
業
大
臣
、
田

中
和
德
復
興
大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺

を
視
察
さ
れ
、
双
葉
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
懇
談
い
た
し
ま
し
た
。
両
大
臣
に
は
「
現
状

を
よ
く
視
察
さ
れ
、状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

各
種
復
興
事
業
が
停
滞
す
る
こ
と
な
く
双
葉
町
の

復
興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
ま
で
継
続
し
た
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
双
葉
町
放
射
線
量
等
検
証
委
員
会

の
田
中
俊
一
委
員
長
か
ら
検
証
結
果
に
関
す
る
最

終
報
告
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
来
年
春
頃
の
先

行
的
な
避
難
指
示
解
除
を
目
標
と
す
る
地
域
の
放

射
線
量
に
つ
い
て
、「
解
除
に
当
た
っ
て
は
、
線

量
は
十
分
に
低
減
し
て
い
る
と
判
断
す
る
」
と
の

報
告
内
容
で
し
た
。
た
だ
し
、
除
染
し
て
い
な
い

区
域
か
ら
の
影
響
で
一
部
に
線
量
が
高
い
部
分
も

あ
り
、
早
急
に
除
染
に
着
手
し
て
線
量
の
低
減
化

を
図
る
べ
き
と
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

環
境
省
に
対
応
を
求
め
な
が
ら
、
報
告
書
の
提
言

を
実
現
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
、
来
年
春
頃
の

先
行
的
な
避
難
指
示
解
除
や
令
和
４
年
春
の
特
定

復
興
再
生
拠
点
区
域
全
域
の
避
難
指
示
の
解
除
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
に
は
、
田
中
復
興
大
臣
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
『
町
民
の

皆
さ
ん
の
帰
還
』
を
目
指
す
環
境
整
備
事
業
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
側
第
一
地
区
一
団
地
の
復
興

再
生
拠
点
市
街
地
形
成
施
設
事
業
の
安
全
祈
願
祭

と
起
工
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
令
和
４
年
春
に

帰
還
を
希
望
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
や
就
業
者
を
対

象
に
戸
建
て
住
宅
32
戸
、
集
合
住
宅
56
戸
を
建
設

す
る
予
定
で
す
。
新
た
な
双
葉
町
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
地
区
と
し
て
、
規
模
は
小
さ
く
て

も
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
、
今
月
７
日
か
ら
県

内
外
11
カ
所
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
避
難
指
示
解

除
に
つ
い
て
の
説
明
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
近
く
の
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

冬
に
向
か
う
時
節
で
す
の
で
、
風
邪
な
ど
ひ
か

ぬ
よ
う
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗

中野地区復興産業拠点で、吸水性に優れた双葉ブランドの
タオルが生み出されます
　令和元年１０月１６日、浅野撚糸株式会社と中野地区復興産業拠点
への企業立地協定を岐阜県大垣市の大垣フォーラムホテルにて締結し
ました。
　中野地区復興産業拠点は、町の復興拠点の一つとして、復興のさき
がけとなる「働く拠点」を整備するものです。協定に基づき、約２８，
０００㎡の土地において、令和３年度中を目途に工場が建設される予定
です。町では引き続き、産業拠点の整備に全力で取り組んでまいります。
　浅野撚糸株式会社の浅野雅己社長は、「双葉町の工場は双葉町とと
もに夢ある未来を築きたい」と意欲を示し、伊澤史朗町長は、「浅野
撚糸株式会社のこれからの夢の実現に向けて双葉町としても生活環境
や交通インフラを整える等、新たな町づくりの整備を全力で進めてま
いります」と歓迎しました。

浅野撚糸株式会社

～ 浅野撚糸株式会社と企業立地協定を締結 ～

● 所在地（本社） …  岐阜県安八郡安八町中８７５－１
● 設　立 … 昭和４４年１２月
● 代表者 … 代表取締役社長　浅野　雅己
● 業　種 … 撚糸製造、タオル製品企画販売
● ＵＲＬ … http://www.asanen.co. jp/ ▲ 双葉町に建設予定の工場の完成予想パース図

　（浅野撚糸㈱提供）
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
帰
還

に
向
け
て
、
帰
還
困
難
区
域
で
あ
る

双
葉
駅
西
側
地
区
に
お
い
て
住
宅
及

び
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
た
環
境
整
備
の
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
「
住
む
拠
点
」
の
工
事
着
手

に
あ
た
り
、
国
、
県
、
町
の
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
ご
列
席
い
た
だ
き
、
10

月
１
日
、
双
葉
町
駅
西
側
地
区
内
に

お
い
て
安
全
祈
願
祭
及
び
起
工
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

工
事
中
の
安
全
を
祈
り
安
全
祈
願

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、
起
工
式

で
は
伊
澤
史
朗
町
長
と
、
復
興
ま
ち

づ
く
り
に
係
る
連
携
協
定
を
締
結
し

て
い
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
の
中
島
正
弘
理
事
長
が
挨
拶
を
述

べ
、
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
起
工
式
終
了
後
「
町

に
帰
還
す
る
町
民
の
皆
さ
ま
は
同
じ

エ
リ
ア
に
ま
と
ま
っ
て
住
ん
で
い
た

ほ
う
が
安
心
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
こ
の
計
画
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
帰

還
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
よ
う

や
く
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
起
工
し
た
整
備
事
業
は
、
令

和
４
年
春
ま
で
に
帰
還
者
や
就
業
者

向
け
戸
建
て
住
宅
32
戸
、
集
合
住
宅

56
戸
を
整
備
す
る
予
定
で
、
同
時
に

商
業
機
能
な
ど
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
確
保
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
双
葉
町
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
地
区
と
し
て
、
元
来
居
住
さ
れ
て

い
た
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
帰
還
を

希
望
す
る
方
が
誰
で
も
集
う
こ
と
が

で
き
、
近
接
し
て
居
住
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

街
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

・田中和德復興大臣
・門博文国土交通大臣政務官
・増子輝彦参議院議員
・宇佐見明良相双地方振興局長
・吉田栄光県議会議長
・佐々木清一町議会議長

来賓祝辞をいただきました来賓祝辞をいただきました

「
住
む
拠
点
」
で
初
の
起
工
式

▲伊澤史朗町長の挨拶

▲鍬入れ

▲ 会場に設置された１／２０００の模型を使い、田中
和德復興大臣と中島正弘独立行政法人都市再生機構
理事長に町内の状況を説明する伊澤町長

避難指示解除に向け、集まって居住できる
便利な生活拠点の整備が始まりました

双葉駅西側第一地区鳥瞰写真（令和元年８月９日撮影）

来賓祝辞をいただきました
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　平成３０年度の一般会計の決算額は、歳入総額２１７億９,６９８万１千円（前年度比１５.２％増）、歳出総額
２０７億１,５３７万３千円（前年度比１３.９％増）となりました。
　歳入から歳出を差し引いた形式収支は１０億８,１６０万８千円となり、翌年度（令和元年度）に繰り越すべき
財源を差し引いた実質収支は７億５,１１０万３千円の黒字となりました。

区　　分 平成３０年度 平成２９年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

自　主　財　源 7,402,043 34.0 6,445,524 34.0 956,519 14.8
町 税 1,097,704 5.1 1,135,278 6.0 △ 37,574 △ 3.3
分 担 金 及 び 負 担 金 7 － 6 － 1 16.7
使 用 料 及 び 手 数 料 21,730 0.1 5,539 － 16,191 292.3
財 産 収 入 154,907 0.7 52,016 0.3 102,891 197.8
寄 附 金 7,176 － 23,958 0.1 △ 16,782 △ 70.0

※1 繰 入 金 5,291,119 24.3 4,396,179 23.2 894,940 20.4
繰 越 金 740,931 3.4 628,335 3.3 112,596 17.9
諸 収 入 88,469 0.4 204,213 1.1 △ 115,744 △ 56.7

依　存　財　源 14,394,938 66.0 12,477,298 66.0 1,917,640 15.4
地 方 譲 与 税 40,171 0.2 39,861 0.2 310 0.8
利 子 割 交 付 金 493 － 532 － △39 △7.3
配 当 割 交 付 金 877 － 1,160 － △283 △24.4
株式等譲渡所得割交付金 683 － 1,116 － △433 △38.8
地 方 消 費 税 交 付 金 110,175 0.5 104,492 0.5 5,683 5.4
自動車取得税交付金 8,976 － 9,530 0.1 △ 554 △5.8
地 方 特 例 交 付 金 1,769 － 1,432 － 337 23.5

※2 地 方 交 付 税 2,910,862 13.4 1,732,063 9.2 1,178,799 68.1
交通安全対策特別交付金 － － － － － －

※3 国 庫 支 出 金 9,208,710 42.2 9,170,471 48.5 38,239 0.4
※4 県 支 出 金 2,112,222 9.7 1,416,641 7.5 695,581 49.1
町 債 － － － － － －
歳 入 合 計 21,796,981 100.0 18,922,822 100.0 2,874,159 15.2

区　　分 平成３０年度 平成２９年度 増　減
決 算 額 構成比 決 算 額 構成比 決算額 増減率

議 会 費 58,796 0.3 58,186 0.3 610 1.0
総 務 費 5,182,623 25.0 2,259,918 12.4 2,922,705 129.3
民 生 費 2,779,523 13.4 2,266,294 12.5 513,229 22.6
衛 生 費 920,034 4.5 1,828,851 10.1 △ 908,817 △ 49.7
労 働 費 4 － 4 － － －
農 林 水 産 業 費 80,476 0.4 73,223 0.4 7,253 9.9
商 工 費 66,284 0.3 62,597 0.3 3,687 5.9
土 木 費 2,112,972 10.2 1,071,240 5.9 1,041,732 97.2
消 防 費 185,925 0.9 219,852 1.2 △ 33,927 △ 15.4
教 育 費 323,031 1.6 315,682 1.7 7,349 2.3
災 害 復 旧 費 210,181 1.0 58,566 0.3 151,615 258.9
公 債 費 230,960 1.1 230,331 1.3 629 0.3
諸 支 出 金 8,564,564 41.3 9,737,147 53.6 △ 1,172,583 △ 12.0
歳 出 合 計 20,715,373 100.0 18,181,891 100.0 2,533,482 13.9

歳入

歳出

【歳入決算の内訳】 （単位：千円・％）

（単位：千円・％）

一般会計決算報告一般会計決算報告平成平成３０３０年度年度

【目的別決算の内訳】

※１各種基金等から繰り入れるお金　※２一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されるお金（東日本大震災復興
特別交付税を含む）　※３特定の目的のために国から交付されるお金　※４特定の目的のために県から交付されるお金

２１７億９,６９８万１千円（前年度比１５.２％増）

２０７億１,５３７万３千円（前年度比１３.９％増）

平成３０年度 一般会計決算報告
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■ 地方債と基金現在高
地方債現在高

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 13億7,454万5千円 13億6,549万1千円 905万4千円
公有林整備事業 410万6千円 410万6千円 －
公共下水道事業 2億6,213万円 2億6,183万円 　　　　　30万円
工業団地造成事業 36万7千円 36万7千円 －
介護保険 12億3,103万3千円 10億7,461万8千円 1億5,641万5千円
後期高齢者医療 4,903万2千円 4,591万6千円 311万6千円

＊財政力指数
　普通交付税の基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た過去３カ年の平均値で、「１」に近くあるいは「１」を超える
ほど財源に余裕があるとされています。

＊経常収支比率
　人件費、扶助費、公債費などの経常的経費に、地方税、地方交付税などの一般財源がどの程度充当されたかをみる指標で、
この比率が低いほど、財政構造に弾力があるとされています。

■ 主な財政指標
◎ 財政力指数
◎ 経常収支比率

０.７１
８５.９%

（３カ年平均）

基金現在高（一般会計）
基金の種別 平成 30年度末現在高

積
立
基
金

財政調整基金 32億3,849万8千円
減債基金 66万7千円
その他の特定目的基金 603億9,008万8千円

小　　計 636億2,925万3千円
定
額
運
用
基
金

土地開発基金 2億2,070万円
災害援護特別資金貸付基金 5,000万円
その他の定額運用基金 1億589万円

小　　計 3億7,659万円
合　　　計 640億584万3千円

会計区分 平成 30年度末現在高
一般会計 20億1,416万4千円
公有林整備事業特別会計 1,056万2千円
公共下水道事業特別会計 9億8,399万6千円

合　　　計 30億872万2千円

■ 民生費
・国民健康保険特別会計繰出金
・介護保険特別会計繰出金
・福島県後期高齢者医療広域連合負担金
・ＩＣＴきずな支援システム事業
・町内防犯・防災パトロール事業
・復興支援員事業
・中間貯蔵施設整備等影響緩和補助金事業
・双葉町次世代支援補助金

8,185万円
1億4,799万3千円
7,430万9千円

1億2,416万7千円
2億6,457万8千円
6,423万7千円

7億5,438万9千円
1,835万円

■ 衛生費
・総合健康診査事業
・共同墓地整備事業（前年度繰越分含む）
・中間貯蔵施設に関する地権者支援事業

2,025万8千円
1億7,535万1千円
4億9,643万5千円

■ 農林水産業費
・営農再開ビジョン策定事業
・営農再開支援事業補助金

162万円
651万8千円

■ 商工費
・双葉町商工会振興補助金
・双葉町観光復興再生事業費補助金

992万円
696万5千円

■ 土木費
・公共下水道事業特別会計繰出金
・双葉インターチェンジ整備事業（前年度繰越分含む）

・橋梁点検業務
・町道等全般補修工事

2億3,401万1千円

16億1,957万5千円
4,753万2千円
1,554万円

■ 消防費
・双葉町地域防災計画等策定業務 799万2千円

■ 教育費
・仮設校舎等管理運営事業
・幼稚園就園奨励費補助金
・要保護及び準要保護児童生徒就学援助事業

1億2,250万4千円
1,447万3千円
2,823万6千円

■ 災害復旧費
・公共土木施設災害復旧事業 2億1,018万1千円

■ 諸支出金
・財政調整基金積立金
・福島再生加速化交付金基金積立金

2億4,953万7千円
70億5,243万5千円

平成３０年度　一般会計の主な事業と決算額

平成３０年度決算における主な財政指標等

特別会計歳入歳出決算の状況
■ 特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理する会計で、双葉町には以下の会計があります。

■ 総務費
・復興まちづくり実施計画等策定事業
・企業誘致推進事業
・中野地区復興産業拠点整備事業（前年度繰越分含む）

・産業交流センター整備事業
・双葉駅西地区復興拠点整備事業（前年度繰越分含む）

2,689万2千円
2,052万円

15億4,061万4千円
15億9,994万3千円

7億7,190万7千円
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平成３０年度決算に基づく財政の健全化判断比率及び資金不足比率は、次のとおりです。
１．健全化判断比率　

２．資金不足比率　

区　　分 実質赤字比率 連結実質赤字比率
実質公債費比率

将来負担比率
３カ年平均 単年度

平成３０年度 － － 7.7 7.42572 －
平成２９年度 － － 8.8 8.55735 －
比率の増減 － － ▲ 1.1 1.13163 －

区　　分
資金不足比率

公共下水道事業特別会計 工業団地造成事業特別会計
平成３０年度 － －
平成２９年度 － －
比率の増減 － －

健全化判断比率及び資金不足比率について報告

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

＊実質赤字比率 　普通会計（一般会計と公有林整備事業特別会計）における実質赤字額の標準財政規
模（地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模）に対する比率です。

＊連結実質赤字比率 　町の全会計を対象に実質赤字額（普通会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別
会計・後期高齢者医療特別会計）・資金不足額（公共下水道事業特別会計・工業団地
造成事業特別会計）の標準財政規模に対する比率です。

＊実質公債費比率 　経常的な一般財源に対する普通会計の公債費や公債費に準ずる債務負担行為（請戸
川水系県営水利事業負担金等）、公営企業債（公共下水道事業特別会計）への繰出金、
一部事務組合（双葉地方広域市町村圏組合、双葉地方水道企業団）への負担金のうち
公債費に充てられた一般財源の割合で、過去３カ年の平均を求めたものです。

＊将来負担比率 　現在かかえている負債が、将来、財政を圧迫する可能性が高いかを示すストック指
標で、公営企業、出資法人等を含めた普通会計の実質的負担の標準財政規模に対する
比率です。

＊資金不足比率 　公営企業会計（公共下水道事業特別会計・工業団地造成事業特別会計）ごとの資金
の不足額の事業の規模に対する比率です。

〔参考〕
　 早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 
 　財政再生基準   20.00 30.00 35.0 

健全化判断比率及び資金不足比率とは

　平成１９年度に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」において、地方公共団体の財
政の健全化を示すために定められた指標です。
　双葉町では、「実質公債費比率」が高いことから、平成１８年度に「公債費負担適正化計画」をスタート
させ、平成２１年度には「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく「財政健全化計画書」を策
定し、実質公債費比率の抑制に取り組んできました。比率の推移としては、平成１９年度決算の３０.１％
（３カ年平均）をピークに、平成２０年度以降は地方債残高の抑制努力により比率を徐々に引き下げ、平成
２２年度決算で早期健全化基準（２５％）未満の２３.７%となり、平成２５年度決算では公債費負担適正化
計画より１年前倒しして、実質公債費比率が１８%を下回る１７.１％となりました。平成３０年度決算で
は平成２９年度決算から１.１％減の７.７％となりました。

用語の説明

※表中において、実質赤字額、連結実質赤字額がなく、将来負担比率が算定されないため「－」と表示しています。

※表中において、資金不足額がないため「－」と表示しています。
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【問い合わせ先】

◇対象施設

東北農政局南相馬地域直轄災害復旧事務所 ☎０２４０－２３－７４４０

東日本大震災で被災した農業水利施設の測量及び災害復旧工事を行います。ご理解とご協力をお願いします。

「測量及び災害復旧工事の対象施設と今後の予定」

～  農業水利施設の災害復旧工事の実施について  ～

　東北農政局では東日本大震災で被災した請戸
川地区の国営・県営農業水利施設の災害復旧工
事を行っています。双葉町内の災害復旧工事は
今年度から開始し、耕作再開モデルゾーン及び
両竹地区の営農再開に向けて、避難指示解除目
標の令和４年春までに完了する計画です。

測量：

工事：

羽鳥用水路（羽鳥）、双葉用水路（羽
鳥、三字、山田）、下条頭首工（山田）
高瀬右岸幹線用水路（寺松）、双葉
用水路（羽鳥）

今年度の予定

南相馬地域直轄災害復旧事務所からのお知らせ東北農政局

　９月２５日、双葉町いわき事務所において、令和元年
度第２回行政区長会を開催しました。
　会議では、先行避難指示解除区域の範囲についてや、
特定復興再生拠点区域内の立入規制緩和、特別通過交通
制度の適用、新スクリーニング場の整備、復興に関する
取組状況などについて担当課から説明し、各行政区長の
皆さんと意見交換を行いました。

令和元年度　
　第２回行政区長会

　９月２７日に双葉町放射線量等検証委員会の田中俊一委員長から伊澤史朗町長に対し「双葉町放射線量等検証
委員会における検証結果」について最終報告が提出されました。令和２年春の先行的避難指示解除を目標とする
地域について「解除に当たっては線量は十分に低減していると判断する」との報告内容でしたが、検証委員会で
検討した内容を踏まえて、令和２年春を目標とする避難指示解除や立入規制緩和、及び令和４年春を目標とする
避難指示解除に向け、提言がなされました。概要は以下のとおりです。

・未除染区域における除染の早期着手
・倒壊等の危険のある建物等の解体・撤去
・立入りに適した環境の整備

・個人被ばく線量に関する情報の蓄積
・線量データのわかりやすい発信
・リスクコミュニケーションの早期の体制整備
・放射線に関する「座談会」等の開催

■特定復興再生拠点区域の除染及び建物等解体について

■住民の帰還に向けた放射線に対する健康不安対策について

双葉町放射線量等検証委員会 ～ 検証結果報告 ～
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　双葉町教育委員として大久保さんが再
任されました。
　任期は令和元年１０月１日から令和５
年９月３０日までの４年間です。

　９月１９日、西郷村の白
河高原カントリークラブに
おいて、福島県ゴルフ連盟
の主催で第２１回福島県市
町村対抗ゴルフ大会が開催
され、双葉町チームが参加
しました。
　双葉町チームの大会出場
は震災後４回目で、プレー
結果は２５市町村４８チー
ム中、２８位という成績を
おさめました。

大
久
保　
敏
己
さ
ん

（
山
田
）

第２１回第２１回
福島県市町村対抗ゴルフ大会福島県市町村対抗ゴルフ大会

双
葉
町
教
育
委
員
の
再
任

双
葉
町
教
育
委
員
の
再
任

　市町村対抗福島県軟式野球大会は、５９市町村の代
表チームが出場し９月７日からトーナメント戦で開催
されました。
　双葉町チームは９月１４日、三春町営野球場におい
て棚倉町チームと対戦しましたが、２回戦進出とはな
らなかったものの、選手たちの全力プレーに対し応援
席からは熱い声援や拍手が送られました。

監　督：白𡈽　直裕

みんなで双葉町チームを応援しよう！
第３１回　ふくしま駅伝大会

コーチ：吉田　一弘、佐藤　剛（敬称略）

ゼッケンＮo. は です。４０

　１１月１７日（日）ふくしま駅伝大会（市町
村対抗福島県縦断駅伝競走大会）が、しらか
わカタールスポーツ陸上競技場から福島県庁
前の１６区間、９４.８km のコースで繰り広
げられます。
　ふるさとの思いをのせて双葉町のタスキをつ
なぐ選手の皆さんを、当日、沿道や中継所で応
援しませんか。皆さんの温かい声援が大きな励
みになります。応援をよろしくお願いします。

第２１回
福島県市町村対抗ゴルフ大会

第１３回第１３回　市町村対抗市町村対抗
福島県軟式野球大会福島県軟式野球大会

双
葉
町
教
育
委
員
の
再
任

第１３回　市町村対抗
福島県軟式野球大会
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加須市立加須市立　種
たなだれた な だ れ

足小学校との交流会小学校との交流会　～ 町立小学校 ～～ 町立小学校 ～

地方ブロック大会及び全国大会
国際大会　　　　　　　　　　

大会開催要項
出場したことが証明できる書類
（メンバー表等）

県代表等として選抜され大会に
出場する双葉町民

○
○

○
○

〈補助額〉

〈必要書類〉

〈対象となる方〉

〈 対象となる大会　次のいずれにも該当する大会 〉

〈 部　門 〉

① 文部科学省等公共機関が主催する大会又はそれに準ずる大会
② 地方ブロック大会以上の大会及び国際大会

① 文化大会（合唱、吹奏楽、演劇、弁論大会等）
② スポーツ大会（スポーツ少年団主催大会、国体、日本選手権、
　 　　　　　　　インターハイ等及びこれらに係る地方ブロック大会）

　この補助金は、県代表等としてアマチュア大会に出場するときにかかる

経費の一部を補助するものです。該当する方は下記までご連絡ください。

【問い合わせ先】
双葉町教育委員会　教育総務課生涯学習係

☎ ０２４６－８４－５２１０

双葉町文化・スポーツ振興補助金について

１人　１０，０００円
１人　２０，０００円

　９月２６日、町立学校体育館において加須市
立種足小学校と双葉南・北小学校との交流会が
行われ、種足小学校の６年生と双葉南・北小学
校の５・６年生が参加しました。種足小学校の
児童がバスで到着すると、みんなで外へ出て笑
顔で出迎えました。
　初めに種足小学校からメッセージ入りのこい
のぼりが贈呈され、児童たちは自己紹介リレー
やジェスチャーゲームなどのレクリエーション
を通じて交流を深めました。最後のお見送りで
は贈呈されたこいのぼりを掲げバスを走って追
いかける児童の姿も見られました。
　双葉南・北小学校の児童たちは１０月２日か
らの東京方面への修学旅行の際にも種足小学
校を訪れ再会を果たし、さらなる交流を深めま
した。

加須市立加須市立　種
たなだれた な だ れ

足小学校との交流会小学校との交流会　～ 町立小学校 ～～ 町立小学校 ～

▲ 帰り際には「またね！」と挨拶が
交わされていました ▲自己紹介リレー ▲ジェスチャーゲーム

▲ 種足小学校からのプレゼントの贈呈

加須市立　種
たなだれ

足小学校との交流会　～ 町立小学校 ～
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しあわせ金婚夫婦  表彰ご夫婦

石井　仲藏さん
　　　啓子さん

（長塚二）

加　　秀雄さん
　　　　子さん

（山　田）
田中　武さん
　　　和子さん

（郡　山）

井上　寔さん
　　　美保子さん

（寺　松）

紺野　誠一さん
　　　アイ子さん

（鴻　草）

伊藤　吉夫さん
　　　美枝子さん

（新　山）

鴻崎　太郎さん
　　　玲子さん

（鴻　草）

　

９
月
20
日
、
令
和
元
年
度
双
葉
町
敬
老

会
が
い
わ
き
市
の
八
幡
台
や
ま
た
ま
や
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
送
迎
バ
ス
な

ど
を
利
用
し
て
、
３
０
５
人
の
方
々
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
双
葉
町
敬
老
会
は
震
災

後
４
回
目
の
開
催
で
す
。

　

会
場
内
は
、
各
行
政
区
ご
と
に
テ
ー
ブ

ル
が
分
か
れ
て
お
り
、
顔
な
じ
み
同
士
で

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
そ
れ
ぞ
れ
に
話
が
盛
り

上
が
っ
た
ほ
か
、
懐
か
し
い
姿
を
見
つ
け

て
別
の
テ
ー
ブ
ル
へ
駆
け
寄
っ
て
話
し
込

む
方
も
多
く
、
皆
さ
ん
が
敬
老
会
を
楽
し

み
に
し
て
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

初
め
に
出
席
者
全
員
で
町
民
の
歌
を
斉

唱
し
、
続
い
て
伊
澤
史
朗
町
長
が
敬
意
を

表
し
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
次
に
出
席
者

を
代
表
し
て
出
席
者
最
高
齢
の
江
又
敏
子

さ
ん
（
浜
野
）
に
伊
澤
町
長
か
ら
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
江
又
さ
ん
は
「
93

歳
ま
で
元
気
に
こ
ら
れ
た
の
は
、
皆
さ
ん

の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
島
民
報
社
か
ら
結
婚
50
年

の
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
対
し
、
し

あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
表
彰
者
は
７
組
全
員
が
出
席

さ
れ
、
笑
顔
で
表
彰
状
と
記
念
品
の
お
し

ど
り
金
メ
ダ
ル
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
双
葉
町
敬
老
会

令
和
元
年
度
双
葉
町
敬
老
会

令
和
元
年
度
双
葉
町
敬
老
会
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アトラクション
双葉町芸術文化団体連絡協議会

敬老会特別ステージ

【双葉町民謡同好会】　・秋田大黒舞　・三味線演奏　・花笠音頭

【標葉せんだん太鼓保存会】　・いなずま　・夏

～ いつまでもお元気で ～

出席者中最高齢で、記念品を贈呈さ
れた江又敏子さんとご家族

　

そ
の
後
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
、
吉

野
正
芳
衆
議
院
議
員
、
吉
田
栄
光
県
議
会

議
長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
を
代
表
し
て
双
葉
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
玉
野
憲
一
会
長
が
「
町
の
復

興
に
期
待
と
明
る
い
希
望
を
感
じ
る
。
来

年
も
呼
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
健
康
に
留

意
し
過
ご
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
、
第
一
部
の
敬
老
会
式
典
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

第
二
部
は
昼
食
交
流
会
後
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
、
双
葉
町
芸
術
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
の
敬
老
会
特
別
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

標
葉
せ
ん
だ
ん
太
鼓
保
存
会
と
双
葉
町
民

謡
同
好
会
が
出
演
し
ま
し
た
。
標
葉
せ
ん

だ
ん
太
鼓
の
ド
ン
と
い
う
音
が
鳴
り
響
く

と
会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
り
、
双
葉
町

民
謡
同
好
会
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
唄
に
合
わ

せ
て
拍
手
を
し
た
り
リ
ズ
ム
に
乗
る
な
ど

し
て
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
出
席
者
と
出

演
者
を
兼
ね
て
い
る
方
も
い
て
、
元
気
な

ス
テ
ー
ジ
に
沢
山
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
帰
り
際
に
は
出
演
者
の
皆
さ
ん
に「
素

晴
ら
し
か
っ
た
よ
」
と
い
う
称
賛
の
声
が

か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
も
会
場
で
は
話
し
込
む
方

も
多
く
、
皆
さ
ん
名
残
惜
し
そ
う
に
会
場

を
後
に
さ
れ
、
敬
老
会
は
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

記念品贈呈
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　年金記録や年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えて
みませんか？
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録
を確認できるほか、将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録
を基に様々なパターンの試算をすることができます。
　「ねんきんネット」のご利用方法等については、日本年金機構のホー
ムページでご確認いただくか、お近くの年金事務所にお問い合わせくだ
さい。

佐
藤　　

様　
　

10
月
４
日

年金事務所からのお知らせ

１１月３０日は「年金の日」です！！１１月３０日は「年金の日」です！！１１月３０日は「年金の日」です！！

賀
寿
の
祝
い

　

10
月
４
日
、
佐
藤　

さ
ん
（
長
塚

一
）
が
め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
、
避
難
先
の
南
相
馬
市
に
あ
る
ご

自
宅
に
お
い
て
、
ご
家
族
が
見
守
る

中
、
賀
寿
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
福
島

県
知
事
か
ら
の
賀
寿
と
会
津
塗
り
の

木
杯
が
新
妻
勝
幸
県
相
双
保
健
福
祉

事
務
所
長
か
ら
伝
達
さ
れ
、
続
い
て

伊
澤
史
朗
町
長
か
ら
賀
寿
と
敬
老
祝

金
が
贈
ら
れ
、
前
田
洋
海
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
か
ら
賀
寿
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
「　

様
は
大
阪
か
ら

ご
主
人
の
実
家
が
あ
る
双
葉
町
に
移

住
さ
れ
て
、
塩
田
を
耕
し
精
製
さ
れ

た
塩
を
持
っ
て
富
岡
町
ま
で
自
転
車

で
行
商
に
行
か
れ
て
い
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
せ

ず
、
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、

家
族
の
た
め
に
懸
命
に
働
か
れ
た
こ

と
が
、
丈
夫
な
体
を
つ
く
り
維
持
で

き
て
い
る
の
だ
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
今
後
も
後
進
の
た
め
に
、
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
賀
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　
　

さ
ん
に
ご
長
寿
の
秘
訣
を
お
伺

い
す
る
と
「
と
に
か
く
笑
顔
で
、
な

ん
で
も
嬉
し
が
る
こ
と
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。　

さ
ん
は
ご
自

身
で
歩
く
こ
と
が
で
き
、
身
の
回
り

の
こ
と
は
自
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
ご
家
族
の
献
身
的
な
介
護
を

受
け
な
が
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う

こ
と
を
楽
し
み
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲ 町老人クラブ連合会から賀寿と記念品の贈呈▲ご家族と
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佐
藤　
え
な
子
様

10
月
15
日

賀
寿
の
祝
い

　

10
月
15
日
、
佐
藤
え
な
子
さ
ん

（
新
山
）
が
め
で
た
く
満
百
歳
を
迎

え
ら
れ
、
仙
台
市
に
お
い
て
、
ご
家

族
が
見
守
る
中
、
賀
寿
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
伊
澤

町
長
か
ら
賀
寿
と
敬
老
祝
金
が
贈
ら

れ
、
続
い
て
福
島
県
知
事
か
ら
の
賀

寿
と
会
津
塗
り
の
木
杯
が
伊
澤
史
朗

町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
か
ら
の
賀
寿
と
記
念
品
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
「
え
な
子
様
は
お
若

い
頃
か
ら
周
囲
の
人
望
が
厚
く
、
多

く
の
方
々
の
相
談
役
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
ご
家
族
に
長

寿
の
秘
訣
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
せ
ず
、
規
則

正
し
い
生
活
を
心
が
け
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
生
活
の
ペ
ー
ス
を
守

り
、
心
身
の
健
康
意
識
を
高
く
持
た

れ
、
日
々
努
力
を
積
み
上
げ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
が
長
寿
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
後

進
の
た
め
に
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
賀
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

え
な
子
さ
ん
は
終
始
お
だ
や
か
な

表
情
で
式
に
臨
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

日
々
周
囲
の
方
々
や
ご
家
族
の
方
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
さ
れ
て
過
ご

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

検索

https://www.gov-online.go.jp

知ってほしい　消費税

スマートフォン・タブレット用
ＱＲコード
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今
年
度
の
浜
野
地
区
行
政
区
総
会
及
び
交

流
会
は
、
９
月
14
日
、
い
わ
き
市
湯
本
温
泉

「
吹
の
湯
」
に
お
い
て
開
催
し
、
25
人
が
参
集

し
ま
し
た
。

　

伊
澤
史
朗
町
長
が
お
忙
し
い
中
ご
出
席
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
相
双
建
設
事
務
所

及
び
相
双
農
林
事
務
所
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
浜
野
行
政
区
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
や
質
問

や
意
見
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
予
定
し
て
い
た
議
案
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
伊
澤
町
長
と
金
田
勇
副
町

長
の
お
２
人
に
引
き
続
き
ご
参
加
い
た
だ
き
、

一
層
盛
り
上
が
っ
た
会
に
な
り
ま
し
た
。
震
災

後
、
８
年
半
の
日
々
の
思
い
出
や
今
後
の
こ

と
な
ど
、
和
や
か
に
楽
し
く
歓
談
し
、
時
が

経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

翌
朝
、
ま
た
の
再
会
を
約
束
し
、
解
散
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
元
気
で
い
っ
ぺ
え
、
ま
た
会
う
べ
。」

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
浜
野
行

政
区
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
た
い
で
す
。

浜
野
行
政
区
長　

髙
倉　
伊
助

総
会
・
交
流
会

浜
野
行
政
区

～ 消費税の軽減税率に関する一般的な質問やご相談を受け付けています ～
軽減コールセンター軽減コールセンター（消費税軽減税率電話相談センター）（消費税軽減税率電話相談センター）

軽減税率が適用される
品目が知りたい方

帳簿・請求書の書き方が
知りたい方

その他の軽減税率制度
について知りたい方

０１２０－２０５－５５３【受付時間】午前９時から午後５時（土日祝を除く）

総合相談センター
（消費税価格転嫁等総合相談センター）

軽減税率対策コールセンター

【受付時間】　午前９時から午後５時
　　　　　　（土日祝除く）

【受付時間】　午前９時から午後５時
　　　　　　（土日祝除く）

■お問合せ先 ■お問合せ先

０１２０－２００－０４０ ０１２０－３９８－１１１

転嫁、価格表示、便乗値上げ等のほか、
軽減税率制度の概要については

軽減税率対策補助金
（レジ改修の相談を含む）については

　軽減税率制度に関する
情報については、国税
庁ホームページ（www.
nta.go.jp）の特設サイ
ト「消費税の軽減税率制
度について」をご覧くだ
さい。

左
の
コ
ー
ド
か
ら

特
設
サ
イ
ト
へ

▲

軽減コールセンター（消費税軽減税率電話相談センター）
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10
月
５
日
、
６
日
、
い
わ
き
市
の
「
か
ん
ぽ

の
宿
い
わ
き
」
に
お
い
て
両
竹
地
区
の
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
外
の

避
難
先
か
ら
19
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
午
後
３
時
か
ら
、
区
長
挨
拶
の

後
、
伊
澤
史
朗
町
長
と
金
田
勇
副
町
長
に
出

席
い
た
だ
き
、「
町
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
い

く
つ
か
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
議
長
選
出
の
後
、
前
年
の
行

事
と
会
計
決
算
報
告
が
あ
り
、
後
に
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
区
長
及
び
副
区
長
等
役
員
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
顧
問
と
し
て
、
前

区
長
の
齊
藤
六
郎
さ
ん
を
推
薦
し
、
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
内
の

課
題
で
あ
っ
た
共
同
墓
地
へ
の
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
の
整
備
状
況
は
年
度
内
の
完
成
が
目

標
で
あ
る
事
、
震
災
で
崩
壊
し
た
諏
訪
神
社

が
、令
和
元
年
11
月
５
日
に
竣
工
奉
告
祭（
落

成
式
）・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
る
事
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
の
総
会
に
引
き
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

歴
史
資
料
継
承
機
構
の
泉
田
邦
彦
氏
（
両
竹

出
身
）
が
「
資
料
か
ら
み
た
両
竹
の
歴
史
」

と
題
し
報
告
さ
れ
、
稲
荷

横
穴
墓
群
・
両

竹
地
区
（
旧
両
竹
）
の
歴
史
等
に
つ
い
て
参

加
者
全
員
が
認
識
を
新
た
に
し
、
総
会
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
話
も
弾
み
お
酒
も
進
み
ま
し
た
。
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
明
る
い
笑
い
声
や
歌
声
が
弾
み
、

地
区
住
民
な
ら
で
は
の
懇
親
会
で
し
た
。

　

翌
日
、
次
回
の
総
会
に
ま
た
元
気
で
再
会

す
る
こ
と
を
約
束
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
懇
親
会

両
竹
行
政
区

　法務省人権擁護局及び全国人権擁護委員連合会では、１２月１０日（世界人権宣言採択日）
の「人権デー」を最終日とする１週間を「人権週間」と定め、この日を中心として積極的な
啓発活動を実施することとしています。
　福島地方法務局及び福島県人権擁護委員連合会では、１２月４日から１０日までを「第７１
回人権週間」とし、当該週間を中心に積極的な啓発活動及び相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず電話相談を実施しておりますので、悩み事がありましたら下記の
ダイヤルにお電話ください。秘密は守られます。相談は、人権擁護委員及び法務局職員が対
応しますので、お気軽にご相談ください。

１２月１０日は人権デーです１２月１０日は人権デーです

●みんなの人権１１０番 ☎０５７０－００３－１１０ ●子どもの人権１１０番 ☎０１２０－００７－１１０
●女性の人権ホットライン ☎０５７０－０７０－８１０

（相談時間：年末年始を除く平日、午前８時３０分から午後５時１５分）

１２月１０日は人権デーです

　１２月５日（木）は、双葉町いわき事務所にて午前１０時～午後３時まで特設人権相
談所が開設されます。
　相談は無料で秘密は厳守します。困りごとや悩みごとなどお気軽にご相談ください。
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　福島地方法務局と福島県人権擁護委員連合会は、１１月１８日（月）から１１月２４日（日）

までの７日間、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間として、夫 ・ パートナーからの

暴力やストーカーなど女性をめぐる様々な人権問題の解決を図るため、電話相談の取り組みを

強化します。秘密は守られます。相談は、人権擁護委員及び法務局職員が対応しますので、お

気軽にご相談ください。

　強化週間の期間以外の日（年末年始・土・日・祝日を除く）においても、午前８時３０分から

午後５時１５分まで、相談に応じていますので、ご利用ください。

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間の実施について

１１月１８日（月）～１１月２４日（日）までの７日間

午前８時３０分から午後７時まで
ただし、１１月２３日（土）と１１月２４日（日）は午前１０時から午後５時まで
電話番号　０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）

期　間

時　間

　

10
月
６
日
、
７
日
、
石
川
町
の
母
畑
温

泉
八
幡
屋
に
お
い
て
、
石
熊
行
政
区
の
総

会
・
交
流
会
を
開
催
し
、
22
人
の
参
加
者

が
県
内
外
の
避
難
先
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
、

盛
会
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
伊
澤
史
朗
町
長
と
金
田
勇

副
町
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
町
の
現

状
や
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
と
の
意

見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
意

見
に
対
し
、
伊
澤
町
長
か
ら
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
前
に
、
県
道
35
号
線
（
山
麓
線
）

の
特
別
通
過
交
通
制
度
の
適
用
開
始
に
よ

り
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
取

り
扱
い
に
つ
い
て
住
民
生
活
課
中
野
課
長

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
伊
澤
町
長
、
金
田
副
町

長
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
の
席
を
回
り
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
も

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
前
回
の
話
の

続
き
や
新
し
い
情
報
交
換
な
ど
話
は
尽
き

ず
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
後
、
部
屋
に
戻
っ
て
も
話
は
尽

き
ず
午
前
さ
ま
で
し
た
。
当
地
区
の
今
後

の
復
興
へ
の
道
筋
が
見
え
な
い
こ
と
や
、

総
会
、
交
流
会
へ
の
参
加
者
の
減
少
傾
向

と
震
災
後
未
だ
後
継
者
の
参
加
が
な
い

こ
と
な
ど
複
雑
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

翌
日
は
、
疲
れ
も
見
せ
ず
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
、
次
回
の
総
会
で
の
再
会
を
約

束
し
各
自
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

総
会
・
交
流
会

石
熊
行
政
区
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　１０月５日、楢葉町のナショナルトレーニングセンターＪヴィレッジにおいて双葉郡８町村の芸能や物産が楽しめる
イベント「ふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジ」が開催されました。ふたばワールドはふたばの「絆」を深め、「ふ
るさとふたば」の復興を目指すイベントとして平成２５年に復活し、震災後は７回目の開催となります。
　当日は好天に恵まれ、ステージの前の広い芝生には沢山の来場者が集まり、オープニングセレモニーでは幼稚園児の
手島恵都ちゃんや、小学生の佐藤美月さんら元気なふたばっ子たちが旗手をつとめ大活躍しました。来場者は大鍋のふ
るまいや復興商店街でふるさとの味を堪能したり、各町村の迫力ある芸能ステージや歌手の川中美幸さんなど芸能人の
方々のステージショーに声援を送っていました。

一緒に創ろう・・・ふたばの明日！一緒に創ろう・・・ふたばの明日！

▲ 双葉郡各町村のマスコットキャラクター
が勢ぞろい

▲ふたば茶亭のブース ▲ＪＡスマイル大正琴の皆さん ▲オープニングセレモニー

一緒に創ろう・・・ふたばの明日！一緒に創ろう・・・ふたばの明日！一緒に創ろう・・・ふたばの明日！

ふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジが開催されましたふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジが開催されました

一足早い紅葉に歓声いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会いわき・まごころ双葉会

　いわき・まごころ双葉会は、１０月８日に二本松方
面へ秋のバスツアーを実施し、３５人が参加しました。
　安達太良山ではロープウェイで薬師岳に昇り、心配さ
れた空模様は薄日が差し青空も見え、山肌の木々が赤や
黄色、茶色に染まる見事な光景に歓声が上がりました。
　安達ケ原ふるさと村で昼食をとり園内を散策した
後、昨年本格稼働開始した福島民報社の最新鋭印刷セ
ンターを視察しました。見学に先立ってプロジェク
ターで、印刷センターの着工から完成、現在に至るま

での記録と地域別記事の違い等の説明を聞いた後、最
大４０ページ、フルカラー２４ページを印刷する新鋭
輪転機、地域別発送システム、新聞用紙のストック状
況等完全自動化された諸設備等を見学し、感心しなが
ら新聞製作の一端に理解を得ました。
　帰路のバス車内では超豪華景品の当たる、ビンゴ
ゲームに一喜一憂し、さらにはカラオケで大いに盛り
上がり、久しぶりに、町民同士が旧交を温め合い、絆
を深めた一日となりました。

ふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジが開催されましたふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジが開催されましたふたばワールド２０１９ in Ｊヴィレッジが開催されました

　双葉町ブースでは避難・復旧状況のパネル展示やニュースふたばの動画
カードの配付、双葉町復興支援員によるふくしま駅伝へ出場する選手たち
への応援メッセージの寄せ書き、双葉町観光協会によるステンシルアート
や缶バッジづくり体験などが行われたほか、ふたば茶亭の出店、ＪＡスマ
イル大正琴のステージ発表などが行われ、それぞれ、町民の方をはじめ多
くの来場者で賑わっていました。
　オープニングセレモニーと閉会式では双葉郡各町村のマスコットキャラ
クターなどが一堂に会し、双葉町ダルマ市ＰＲキャラクターである双葉ダ
ルマさんは今年も個性あるユニークな姿で来場者の注目を集めていました。
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◆ 旧氏（旧姓）とは
　結婚前の氏など戸籍に記載されている、過去の戸籍上の氏のことです。

◆ 必要書類
① 戸籍謄本等（併記を希望する旧氏が記載されたものから現在のものまで）
② マイナンバーカードまたは通知カード
③ マイナンバーカードをお持ちでない方は、運転免許証などの本人確認書類

◆ 注意事項
・複数の旧氏（旧姓）がある方でも併記できるのは１つだけです。
・旧氏（旧姓）の併記をした場合、旧氏（旧姓）を省略した証明書は発行できません。

◆ 申請方法
　本制度の利用を希望される方は、上記必要書類を持参のうえ役場戸籍税務課まで申
請してください。
　初めて旧氏を併記する場合、戸籍謄本等に記載された旧氏（旧姓）から１つ選んで
併記することとなります。

◆ 開始年月日 令和元年１１月５日から

　令和元年１１月５日から、ご本人からの申出により、住民票・印鑑登録証明書・マイナンバー
カード・通知カードに「旧氏（旧姓）」が併記できるようになります。
　つきましては、住民票などに旧氏（旧姓）の併記を希望される方はお申し出ください。

住民票などに旧氏（旧姓）が記載できるようになります。

【問い合わせ先】　戸籍税務課戸籍係　 ☎ ０２４６－８４－５２０４

ご不明な点などございましたら下記までご連絡ください。

　１１月に福島県内各税務署において、令和
元年分の年末調整関係事務及び消費税軽減税
率制度に係る説明会を開催します。
　詳しくは、源泉徴収義務者宛てに発送して
いる関係書類を御確認ください。
　なお、関係書類については、税務署にお届

相馬税務署からのお知らせ相馬税務署からのお知らせ相馬税務署からのお知らせ
年末調整及び消費税軽減税率制度年末調整及び消費税軽減税率制度
説明会の開催について説明会の開催について　個人で事業を営まれている方で、個人事業

税の課税対象となる方へは、８月に納税通知
書を発付しておりますが、２期分については、
１１月８日（金）に、納税のお知らせを発送
する予定です。
　納期限は、１２月２日（月）となりますので、
忘れずに納めましょう。
　なお、税務署へ所得税の確定申告書を提出
された時期等により、納期が異なる場合があ
ります。
※ 個人事業税とは、県内で、個人で事業を営ま
れている方について、税務署に提出した所得
税の確定申告をもとに課税される税金です。

☎  ０２４４－２６－１１２６ ☎  ０２４４－３６－３９４２

【問い合わせ先】 【問い合わせ先】
相双地方振興局　県税部課税課事業税チーム 相馬税務署法人課税第一部門 

個人事業税（２期）納税のお知らせ個人事業税（２期）納税のお知らせ
平成３１年度平成３１年度
個人事業税（２期）納税のお知らせ
平成３１年度

年末調整及び消費税軽減税率制度
説明会の開催について

けのある住所宛てに送付
していますので、まだ送
付されていない方の問い
合わせ先につきまして
は、下記までお願いいた
します。
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　全国の登記所（法務局）において、法定相続人が誰であるのかを登記官が証明する「法定
相続情報」を取り扱っています。

　この制度を利用することで、各種相続手続きで戸籍謄本の束を何度も出し直す必要が
なくなります（注）。
　手数料も無料で、複数ある相続手続きが同時に進められるなど、とても便利でお得な
制度ですので、是非ご活用ください。
　発行に必要な書類等、詳しくは法務局ホームページまたは、下記までお問い合わせく
ださい。

（注） 

【問い合わせ先】 福島地方法務局　不動産登記部門　☎０２４－５３４－２０４５
　　　　　　　　富岡出張所　　　☎０２４０－２２－３０５２

法定相続情報証明制度が便利でお得です！法定相続情報証明制度が便利でお得です！

相続手続きで必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は提出先となる
各機関にご照会ください。

法定相続情報証明制度が便利でお得です！

１１月は「労働保険適用促進強化期間」です。
　正社員、パート、アルバイトなど、雇用形態にかかわらず、一人でも労働者を雇っている
事業主は、労働保険（労働保険・雇用保険）に加入する義務があります。

　詳しくは、福島労働局総務部労働保険徴収室（☎０２４－５３６－４６０７）または最寄りの労
働基準監督署、公共職業安定所（ハローワーク）へご相談ください。

事業主の皆さん、労働保険の加入手続はお済みですか

【問い合わせ先】
福島県立テクノアカデミー浜　　（ホームページ）http://www.tc-hama.ac. jp/
〒９７５－００３６　南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－１１２ ☎０２４４－２６－１５５５

福島県立テクノアカデミー浜　令和２年度生を募集します
　南相馬市の県立テクノアカデミー浜では、実践技術を身に付け、地域企業で力強く活躍したい方
を対象に、一般入試（二次）を下記により実施します。

１、試験日程

４、その他２、場所 福島県立テクノアカデミー浜

（１）出願期間：令和元年１２月　２日（月）～
　　　　１２月　６日（金）正午必着

（３）合格発表：令和元年１２月１８日（水）
（２）試　験　日：令和元年１２月１３日（金）

テクノアカデミー浜のホームページをご覧
ください。
修業年数は２年間です。

３、募集対象科および募集定員
・募集要項の御請求、お問い合わせは、本校
　学生募集担当まで
・ 一般入試は５次（３月）まで毎月実施予定
です。（応募状況により実施しない場合も
あります）

・ロボット・環境エネルギーシステム学科：
　定員１４名程度
・機械技術科：定員９名程度

・建築科：定員１２名程度
・自動車整備科：定員４名程度
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【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４６－８４－５２０５

特定健診・特定保健指導とは？
　平成２０年度より、４０歳～７４歳までの方を対象に「特定健診・特定保健指導」が始

まりました。

　これは、不適切な食生活や運動不足などの生活習慣の変化により、高血圧・糖尿病・心

臓病・脳梗塞にかかる方が増えているという現状を改善するために始まったものです。さ

らに、これらの病気は、内臓脂肪が関係していることが研究の結果わかってきました。こ

の内臓脂肪が過剰に蓄積し、糖尿病・脂質異常・高血圧が重なりあった状態をメタボリッ

クシンドロームと表現します。

　そこで特定健診では、このメタボリックシンドロームを確認し、その度合いによって、

３段階の保健指導を行います。保健師や管理栄養士などの専門職が生活改善のアドバイス

とサポートをします。

　下の図をご覧ください。特に積極的支援と動機づけ支援についてはおひとりおひとり個

別に支援していきます。

【 健診から保健指導までの流れ 】
特定健診結果

改善の必要性が
高い人

腹囲 + 注意すべき検査値
２つ以上

健診判定の改善に向けて
実施できる目標を決め、
継続的に実施できるよう
に支援します。

積極的支援

改善の必要性が
中程度の人

腹囲 + 注意すべき検査値
１つ

生活習慣の課題にもとづ
き、目標を設定し行動で
きるように支援します。

動機づけ支援

生活習慣改善
の必要性が
低い人

年１回の健診で
体をチェックし
ましょう！

生活改善の必要性を３段階に分けて判定

※保健指導を希望される方は、下記の担当係まで、ご連絡ください。

特　定　保　健　指　導
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　先月体育の日を前に、せんだんちゃん体操の配信を開始しました。
　この体操は首や肩のストレッチが中心です。
　動画には体操の細かいポイントが表示されているので、誰でも簡単にできるよう
になっていて仕事の合間のリフレッシュにも役立つ体操です。
　動画には新山地区出身の髙嶋（旧姓・矢口）裕美さんが出演しております。
　この体操は毎月県内外で開催している、タブレット教室でも行われる予定です。
　気分転換に是非せんだんちゃん体操に挑戦してみてください。

◎ パソコン・タブレット・
スマホの方

◎町配付のタブレットの方
①ふたばアプリを起動。
② ふたばチャンネルをク
リック
③ せんだんちゃん体操を
クリック

YouTube の検索窓に
「せんだんちゃん体操」
と入力

【問い合わせ先】　秘書広報課　☎ ０２４６－８４－５２０２

せんだんちゃん体操を配信中ですせんだんちゃん体操を配信中です
首・肩こりの解消に

生活習慣改善生活習慣改善 ～ 町民の 3 大疾患 ～

　近年の死因別死亡者数を見てみますと、「心疾患」「脳血管疾患」「悪性新生物（がん）」の３
つが、総死亡に対して４４.９% と、かなり大きく占めています（福島県保健統計の概況より）。
　この３つの疾患こそが「３大疾患」と呼ばれています。

１条　たばこは吸わない

２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

３条　お酒はほどほどに

４条　バランスのとれた食生活を

５条　塩辛い食品は控えめに

６条　野菜や果物は不足にならないように

　７条　適度に運動

　８条　適切な体重維持

　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療

１０条　定期的ながん検診を

１１条　身体の異常に気がついたら、すぐ受診を

１２条　正しいがん情報でがんを知ることから

３大疾患とは？

　心臓にまつわる疾患全体をいいますが、典型的なものは急性心筋梗塞になります。主な原因
は動脈硬化です。硬化が起きた部分に血栓ができて血流が妨げられ、心臓の筋肉が必要な血液
を得られず細胞が壊死します。その結果激しい胸痛が起こります。

心疾患

　脳にある血管に異変が生じる疾患です。脳の血管が詰まる「脳梗塞」と、脳の血管が破れる「脳
出血・くも膜下出血」があります。いずれも「高血圧」が最大の原因であり、症状としては意
識がなくなる、半身まひ、言語障害・認知症といったことが起こります。特にくも膜下出血で
は激しい頭痛や意識障害も突然起こります。

脳血管疾患

　３大疾患の中でも特に有名な疾患と言えるかもしれません。人間の身体において毎日多くの
細胞が作られ、壊されるというサイクルの中で徐々に発病する「遺伝子病」です。一方で、毎
日の生活習慣や生活環境によっても発病が左右されることから「現代病」とも呼ばれ、多くの
人がかかってしまいやすい大病です。

悪性新生物（がん）

　３大疾患は「生活習慣病」とも呼ばれるため、その原因の多くが予防できると言われてい
ます。例えば、公益財団法人がん研究振興財団は「がんを防ぐための１２か条」を公開していま
すが、これはがんだけに限らず、心疾患や脳血管疾患を予防することにも密接に関係しています。

３大疾患の生活習慣改善（予防）法

【問い合わせ先】 健康福祉課　健康づくり係 ☎０２４６－８４－５２０５

生活習慣改善

せんだんちゃん体操を配信中です
動画を見るには
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◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　中間貯蔵総括課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

◇中間貯蔵工事情報センターについて

見学会の様子（２０１９年９月撮影）

双葉町社会福祉協議会
～ 健康運動教室、サロン開催のお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 問い合わせ・申込先

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
南東北総合卸センター　２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

毎週　木曜日
13:30 ～ 15:00

郡山事務所
☎ 024 －973 －5291県北保健福祉事務所　４階中会議室

（福島市御山町8－30）※上靴をご持参ください。
11月26日（火）

社協サロン
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申し込みをお願いします。

白河市中央老人福祉センター　会議室
（白河市北中川原 313）

11月12日（火） 10:00 ～ 14:00
郡山事務所

☎ 024 －973 －5291サンライフ福島
（福島市北矢野目字壇ノ腰 6－16）

11月22日（金） 10:00 ～ 13:00

かしま交流センター 大ホール
（南相馬市鹿島区横手字川原 186－1）

12月　4日（水） 10:30 ～ 14:30
本部事務局

☎ 0246 －84 －6725

（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）

中間貯蔵施設の様子をバスでご覧いただく見学会を月１回実施しています。
１１月は、１１月２２日（金）を予定しています。見学のお申し込み・お問い合わせは、中間貯蔵工事情報
センター（☎０２４０－２５－８３７７）までお願いします。

◇輸送状況について

◇双葉町企画展について

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送状況は下記のとおりです。
 ・2019年度は、408,103㎥搬入しています。（2015年からの累計は1,319,397㎥）

　環境再生プラザでは、１０月１日（火）から、企画展「双葉町のいまとこれから」を開催中です。震災
前や現在の町の様子、復興への取組みなどをパネルや写真等で紹介しています。展示は２０２０年１月
３１日（金）までの予定です。皆さまぜひご覧ください。
＊環境再生プラザ（福島市栄町１－３１）　http://josen.env.go. jp/plaza/

※１０月３日現在
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消防署からのお知らせ

・浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１
・富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９

【 消 防 署 連 絡 先 】

全国火災予防運動とは？ なぜ火災が発生しやすいの？

まずは 3 つの習慣
から始めましょう！

　火災が発生しやすい時期を迎えるに当たり、
火災予防の意識を高めることで、火災の発生を
防止し、尊い命を守るとともに財産の損失を防
ぐことを目的とした運動です。

湿度と火災は明確な相関関係にあるからです。
これから空気が乾燥する時期が近づいてきま
す。空気が乾燥していると、火がつきやすいだ
けでなく、ちょっとした出火が大災害につなが
ることもあります。

暖房器具を使い始める時期でもあ
ります。使い始めの時期は特に危
険です。使用する際に異常はない
か確認するようにしてください。

春：３月１日 ～ ３月７日　　
秋：１１月９日 ～ １１月１５日

「全国火災予防運動」は年２回
実施しています。

１.寝たばこは、絶対にやめましょう。
２.ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用しましょう。
３.ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消しましょう。

令和元年度　全国統一防火標語

双葉消防本部
公認キャラクター
「ふたばちゃん」

【ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心】

　第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会を開催します。
　消防職員の「想い」「情熱」を伝えたい。双葉郡を守るため、消防防災をテーマにした新しい発想を、若き隊員
たちが提案します。
　入場無料となっておりますので、皆さまのご来場をお待ちしております。

令和元年１１月５日（火）　１３時３０分～１５時００分（開場：１３時００分）◆ 日　時：

消防職員５名◆ 発表者： 双葉地方広域市町村圏組合消防本部◆ 主　催：
福島県消防協会双葉支部
双葉地方危険物安全協会

双葉地方消防設備協会
双葉地方防火管理者協議会

◆ 協　賛：入場無料◆ その他：

【問い合わせ先】 双葉地方広域市町村圏組合消防本部 総務課 ☎　０２４０ー２５ー ８５２３

第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会の開催について

広野町公民館「大会議室」◆ 場　所： （〒９７９－０４０８　福島県双葉郡広野町中央台１丁目１）

・ 最低賃金は、常用・臨時・パートタイマー・アルバイトなどの名称にかかわらず、すべての労働者に適用されます。
・使用者（事業者）は、最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。
・最低賃金には次の賃金は算入されません。 ※精皆勤、通勤、家族手当　※時間外、休日の割増賃金及び深夜手当　

※臨時に支払われる賃金、１か月を超える期間ごとに支払われる賃金

◎今回の改正により前年比２６円の引き上げとなりました。

福島県最低賃金が改定されました

最低賃金のポイント

【最低賃金に関する問い合わせ・ご相談】

　福島労働局ホームページアドレス　　http:// js i te .mhlw.go. jp/fukushima-roudoukyoku/
☎  ０２４－５３６－４６０４　厚生労働省　福島労働局賃金室 またはお近くの労働基準監督署へ

福島県最低賃金　７９８円（時間額）（効力発生日　令和元年１０月１日）

秋の全国火災予防運動を知っていますか？
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厚生労働省福島労働局委託事業「福島雇用促進支援事業」
福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ

【求職者向け】行くしかない!! 　合同就職面接会 in いわき
実は面接会が就職への近道♪求人票には載っていない魅力が聞ける！
バラエティーあふれる職種が勢揃い！　パート・正社員、働き方もいろいろ！
★証明写真の無料撮影　★応募書類キットのプレゼントあり！

【申し込み・問い合わせ先】
福島広域雇用促進支援協議会　福島統括窓口（福島市中町４番２０号 みんゆうビル２０２号）
☎０２４－５２４－２１２１　　ＦＡＸ０２４－５２４－２１２５

ホームページ 働きたいネット 検索

ストレスとは？ セルフケアのポイント、顕在意識と潜在意識　など● 内　容 …

先着１５名（事前申込制） １１月１２日（火）● 定　員 … ● 締切日 …

２０社５０名● 定　員 … １１月１２日（火）● 締切日 …

性格傾向から職業マッチングをします。自分の強みを再発見し、一歩を踏み出す機会にしましょう！
※雇用保険受給者へ参加証明書を発行します。

● 会　場 … ＬＡＴＯＶ ６階　いわき産業創造館　企画展示ホール（いわき市平字田町１２０）

● 会　場 … ＬＡＴＯＶ ６階　いわき産業創造館　セミナー室（いわき市平字田町１２０）

● 会　場 … ＬＡＴＯＶ ６階　いわき産業創造館（いわき市平字田町１２０）

１１月２９日（金）● 日　時 … １３：００ ～ １５：００（受付開始１２：３０～）

２０１９年１１月１４日（木）● 日　時 … １３：００ ～ １５：００

２０１９年１１月２６日（火）● 日　時 … １３：００ ～ １６：００

参加企業３１社
【参加無料・申込不要
・履歴書不要】

【求職者向け】自分再発見セミナー

働くひとの心のケア（メンタルヘルスの進め方講座）

※雇用保険受給者は求職活動実績になります。参加証明書を発行します。
※ 参加企業の詳細は、ホームページをご覧ください。

生き生きと働くための心のケアを！
未然の予防やケアで働きやすい職場へ。実例を通して学ぶことで、より具体的に理解を深めることが
できます！
参加無料。詳しくはお問い合わせいただくかホームページをご覧ください。

４つのケアを学び心の健康への理解を深める
全ての人が健やかにいきいきと働くために、ストレスとストレス反応を理解し、安定的・意欲的な姿
勢で働ける職場づくりと、働き手に選ばれる組織づくりを目指すセミナーです。

※申込締切後、当該事業の主旨に基づき厳正に選考いたします。

【メンタルヘルスの進め方講座】

☎ ０２２－２６３－７２３１ 月～金曜日　午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）

　自動車事故にかかる損害賠償問題の紛争解決を弁護士が中立公正な立場から無料で
お手伝いします。

交通事故の損害賠償でお困りの方へ
～（公財）交通事故紛争処理センター　仙台支部 ～
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　消費税が８％から１０％になる令和元年１０月１日から２日にかけて交流会を実施。参加者の心がけが良いと思わ
れ、両日とも少し動くと汗をかくような晴天に恵まれた。
　上越線水上駅前おいでちゃん駐車場に１２時に集合し、そば処「くぼ田」にて各人思い思いの品を注文し食べた後
に水上駅前にて集合写真を撮影。水上駅北側にＳＬ Ｄ５１ ４９８が停車していた。水上駅前出発時に１３時を知らせ
るサイレンが鳴り、藤原ダム緊急放流かと皆びっくり。その後、谷川岳ロープウェイで土合口駅から天神平駅へ行き、
少し歩いて天神峠リフトで天神平駅から天神峠駅に到着（2.5 時間あまり歩くと山頂）。大パノラマを満喫。山歩き
はしなかったものの谷川岳登頂の気分は味わえた。宿は、前に湯檜曾川が流れ道路を渡ると「山」で近くの民家まで
距離があり「山の中の一軒宿」の雰囲気だった。
　２日目は藤原ダム（ダム式発電所）・道の駅水紀行館・岩本発電所（水路式発電所）取水口を経由し、道の駅たくみ
の里へ。道の駅では、集合時間だけを決めた自由行動とした。藤原ダム周辺の土産物店で、今年はきのこ・山菜・山
栗など育ちが悪く収穫量が少ないという話を聞いたが、道の駅ではある程度販売しており、皆さんが購入していた。
たくみの里はカスタネット発祥の地であり先代が外国からカスタネットの原型を輸入し、日本で初めて自分たちで作
成・色塗り・販売をしていたようだ。昔は女の子は２枚とも赤色・男の子は青色だったが、在庫管理の難しさから赤・

Ｙ
ワイ

oＹ
ワイ

交流会 in 群馬　谷川岳を実施しました

青の２枚に変わった（諸説があるようですが）。カスタネッ
トの絵付けをした人もいたり、地元野菜やフルーツで作った
自家製シロップで食べるかき氷で当日の暑さをしのいだ人も
いた。たくみの里駐車場でも谷川岳を見ることができ、「今
回はよく来たね、今度は紅葉がすすんだときにまたおいでよ」
と山が言っている感じがした。
　今回の交流会では、たくさんのイベントを盛り込んだが、
参加された方の思い出に残ることができたものと思っていま
す。紙面を通じてお礼を申し上げます。ありがとうございま
した。 千吉良　髙志（三字）

大橋　庸一（細谷）

細谷から、２０１８年春に３０００株を移植した彼岸花
　１０月６日（日）川俣町山木屋の現地で「彼岸花を愛でる会」を

開催しました。高温な日が続いたため、開花が例年より２週間ほど

遅れ、まだ全体の３分の１ほどしか開花してませんでしたが、それ

でも秋の日の柔らかい日差しに朱色の鮮やかな花弁が風に揺れ、可

憐でした。

　双葉町の有志と山木屋地区有志及び支援者などで、愛でる会を実

施、手作りの食事会で「ワイガヤ…」と楽しく交流して、懇親を深

めました。自己紹介及びあいさつ等をしながら、今後も有意義な交

流を続けることとしました。

出張型ワークショップ申し込み先
・千代田　信一（午後７時以降にご連絡ください）

☎０９０－９４２２－０５９３

　９月２７日、千代田信一さん（羽鳥）が双葉町いわき事務所を訪れ、伊澤

史朗町長に３種類２００個の手づくりの無患子（ムクロジ）のストラップを

贈呈いただきました。贈呈されたストラップは千代田さんのご意向により、

町職員などに配付しました。

　ムクロジは、お正月の羽根突きの羽根の先の実として使われ、羽根を突く

ことで蚊（災い）を駆除するという言い伝えから、千代田さんは無病息災を

願いムクロジのストラップを作る出張型ワークショップを行っています。
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



氏　名 生年月日 保護者 行政区

西
にしやま

山　　黎
れい

　 8 月 26日 大貴・祐子 羽　鳥

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

池田トメ子 ９６ 8月 23日 下長塚

堀川　マキ ９３ 9月 10日 羽　鳥

相樂　昌平 ８０ 9月 10日 新　山

加藤　信子 ６１ 9月 16日 新　山

敬称略人のうごき９月分

【
文
芸
】

【
身
辺
を
詠
む
】

　

今
泉　
　

子
（
長
塚
二
）

　

鈴
木　

育
子
（
長
塚
一
）

（令和元年 9月30 日現在）

・福島県内に避難されている方 4,060人
2,808人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の人口から死亡者を引き、出生
者と転入者を加えた人口を示しています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名

前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

　

私
が
生
ま
れ
て
直
ぐ
に
「
満
州
事
変
」
が
起
き
、
小
学
校
へ
入
学
し

た
昭
和
12
年
７
月
に
は
「
支
那
事
変
」
が
勃
発
、
そ
の
後
昭
和
16
年

12
月
に
は
「
海
軍
航
空
隊
」
が
ハ
ワ
イ
の
「
真
珠
湾
」
を
奇
襲
攻
撃
「
ア

メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
」
を
殲
滅
し
「
第
二
次
世
界
大
戦
」
が
勃
発
し

た
の
で
す
。
当
初
は
華
々
し
い
戦
果
を
挙
げ
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
を

は
じ
め
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
」
を
占
領
し
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
「
植
民
地
」
か
ら
解
放
し
、
地
域

住
民
か
ら
は
感
謝
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
長
期
戦
と

な
り
「
軍
需
物
資
」
が
不
足
し
、
最
後
は
「
玉
砕
作
戦
」
と
云
う
「
肉

弾
戦
」
を
展
開
、
国
の
為
自
ら
の
命
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
軍
人
の
方
々

の
英
霊
に
対
し
、あ
ら
た
め
て
深
く
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
６
日
・
９
日
、
広
島
市
・
長
崎
市
に
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
、
多
数
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
国
は
終
に

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
、
昭
和
20
年
８
月
15
日
正
午
に
、
ラ
ジ

オ
で
昭
和
天
皇
の
「
玉
音
放
送
」
が
あ
り
、
当
時
旧
制
中
学
２
年
生

で
夏
休
み
中
で
し
た
の
で
、全
て
拝
聴
し
終
戦
を
確
認
で
き
ま
し
て
、

平
和
な
時
代
到
来
へ
の
思
い
を
胸
に
大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
８
月
12
日
・
13
日
に
中
浜
地
区
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
「
グ

ラ
マ
ン
Ｆ
４
・
Ｆ
５
戦
闘
機
」
の
機
銃
照
射
を
受
け
、
自
家
製
の
「
防

空
壕
」
に
避
難
し
た
恐
ろ
し
い
体
験
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
平
和
な

時
代
の
到
来
に
安
堵
す
る
と
共
に
、
大
き
な
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
の
で

し
た
。

　

し
か
し
我
が
国
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
統
治
と
な
り
「
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
元
師
」
の
指
示
で
、
国
政
が
執
行
さ
れ
、
当
時
の
教
科
書
に

は
必
ず「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
・
教
育
・
科
学
・
文
化
部
」認
証
の
刻
印
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
５
１
年
９
月
８
日
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
」
が
締

結
さ
れ
、
よ
う
や
く
独
立
国
と
な
り
「
学
制
改
革
」
も
行
わ
れ
、「
新

制
中
学
」「
新
制
高
校
」「
新
制
大
学
」
等
が
多
数
誕
生
、
我
が
国
の

教
育
水
準
向
上
に
貢
献
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
「
地
球
環
境
保
護
対
策
」
と
同
時
に
「
世
界
の
恒
久
平
和
」

確
立
が
最
重
要
課
題
と
認
識
し
、「
我
々
国
民
一
人
ひ
と
り
」
の
責

任
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
９
月　

古
室　

仁
（
浜
野
）

【
随
想
】 

激
動
の
時
代
を
生
き
て
き
た

川
柳
・
あ
の
月
も　

我
が
故ふ

る
さ
と郷

を　

照
ら
し
て
る

里
謡
・
黄
金
波
打
つ　

あ
さ
か
の
平
野

安
積
疏そ

す

い水
の　

恵
み
水

　
　

・
タ
ス
キ
繋つ

な

ぎ
し　

駅
伝
走
は

絆
は
強
し　

故さ

と郷
守
る

　
　

・
秋
の
味
覚
の　

柿
の
実
た
わ
わ

線
量
気
に
し
か　

鳥
の
餌え

に

短
歌
・
萩は

ぎ

尾
花　

桔
き
き
ょ
う

梗
な
で
し
こ　

七
草
は

　
　
　

高
線
量
も　

知
ら
ず
咲
き
お
り

〇
相
馬
あ
た
り
が
北
限
ら
し
と
語
り
つ
つ

　

舅
の
愛
で
い
し
丸
葉
車
輪
梅

〇
母
校
双
葉
高
の
休
校
ぞ
虚
し
甲
子
園
に

　

校
歌
の
流
れ
し
か
の
日
を
思
う

〇
言
葉
に
は
言
い
尽
く
せ
ね
ど
わ
が
家
の

　

解
体
撤
去
い
よ
い
よ
迫
り
ぬ

〇
三
階
の
東
向
き
な
る
わ
が
住
ま
い

　

日
の
出
月
の
出
に
ち
に
ち
拝
す

〇
空
高
く
ゆ
う
ゆ
う
と
舞
う
鳶
一
羽

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
よ
り
見
る
は
う
れ
し
き

〇
里
帰
り
せ
し
子
は
炬
燵
に
ま
っ
た
り
と

　

「
こ
た
つ
ヤ
バ
イ
」
と
言
い
つ
つ
眠
る

〇
暗あ

ん
き
ょ渠

な
る
「
せ
せ
ら
ぎ
こ
み
ち
」
は
わ
が
散
歩
道

　

石
組
む
小
川
街
な
か
流
る

〇
逆
上
が
り
を
す
る
小
学
生
の
姿
見
ゆ

　

わ
れ
は
逆
上
が
り
の
苦
手
な
子
な
り
き

〇
雪
囲
い
の
く
ね
ご
う
ご
う
と
鳴
り
し
夜

　

子
供
の
わ
れ
は
震
え
て
い
た
り

〇
バ
ス
プ
ー
ル
の
流
れ
る
さ
ま
を
目
に
し
つ
つ

　

冬
日
の
差
せ
る
ラ
ウ
ン
ジ
に
憩
う

〇
わ
が
視
野
に
鉢
植
え
の
青
き
花
あ
り
て

　

花
び
ら
ひ
と
つ
畳
に
落
ち
た
り

〇
園
庭
の
植
え
込
み
の
陰
に
赤
き
鞠

　

ぽ
つ
ん
と
ひ
と
つ
雨
に
濡
れ
い
る

26広報ふたば 令和元年１１月



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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都
会
に
出
る
た
め
の
「
思
案
」

　
「
も
は
や
、
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
が

登
場
し
た
頃
に
生
ま
れ
、
敗
戦
国
、
戦
後
復
興
か

ら
先
進
国
に
看
板
が
架
け
替
え
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
た
時
代
に
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
原
発
の
建

設
が
始
ま
り
進
出
企
業
も
出
始
め
る
な
ど
双
葉
郡

内
に
も
多
少
の
賑
や
か
さ
が
出
て
き
ま
し
た
が
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
目
に
す
る
よ
う
な
「
都
会
の
華

や
か
さ
」
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

　

当
時
、
私
を
含
め
た
若
者
世
代
の
多
く
は
、
東

京
に
憧
れ
を
抱
く
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
長
男
は
地
元
に
残
り
家
を
継
ぐ
」
こ
と

が
地
域
全
体
で
「
あ
る
種
の
強
制
力
」
を
持
つ
よ

う
な
雰
囲
気
が
色
濃
く
、
農
家
の
長
男
に
至
っ
て

は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
若
さ
ゆ

え
の
気
持
ち
の
高
揚
も
あ
り
、
そ
う
し
た
憧
れ
を

実
行
に
移
す
べ
く
思
案
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

ま
わ
り
か
ら
も
納
得
を
得
ら
れ
る
「
良
案
」

　

都
会
へ
の
憧
れ
が
あ
る
と
は
い
え
、
将
来
は
地
元

に
戻
り
家
を
継
ぐ
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、両
親
ら
は
「
地
元
で
就
職
す
れ
ば
い
い
」

と
思
っ
て
い
た
た
め
、
都
会
に
出
る
理
由
は
納
得
を

得
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

自
ら
の
適
性
や
、
農
業
に
も
繋
が
る
よ
う
な
条
件

に
合
致
す
る
よ
う
な
こ
と
と
し
て
目
に
付
い
た
職

種
が
造
園
業
、
い
わ
ゆ
る
「
植
木
屋
」
で
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
の
終
盤
、
高
度
成
長
の
絶
頂
期
を

迎
え
た
東
京
へ
と
踏
み
出
し
、東
京
の
ど
真
ん
中
、

港
区
赤
坂
で
「
法
被
に
地
下
足
袋
」
の
日
々
が
始

ま
り
ま
し
た
。

都
心
に
あ
る
植
木
屋
の
仕
事

　

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
造

園
業
者
は
存
在
し
て
い
ま
す
。
基
礎
的
な
技
術
は

同
じ
で
す
が
、
東
京
都
心
の
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
お

屋
敷
」、
大
手
企
業
の
本
社
ビ
ル
や
高
級
ホ
テ
ル
等

で
の
仕
事
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
中
に
は
、
旧
藩

邸
や
豪
商
邸
の
姿
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
水
や

り
や
落
葉
掃
き
に
至
る
ま
で
、
季
節
や
美
術
的
構

成
を
考
慮
し
た
慎
重
な
作
業
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

有
名
な
邸
宅
に
も
数
多
く
出
入
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
お
客
様
か
ら
ご
愛
顧
を
賜

り
、
屋
敷
内
の
細
工
や
美
術
装
飾
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
、大
変
貴
重
な
勉
強
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

故
郷
の
将
来
に
向
け
て

　

避
難
後
、
東
京
で
か
つ
て
の
勤
務
先
に
お
世
話

に
な
り
、
被
災
地
と
往
復
し
て
復
旧
作
業
に
携

わ
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
家
族
と
共
に
須
賀
川
市
内
で
生
活
し
な

が
ら
行
政
区
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
悪
天
候
の
場

合
を
除
い
て
、
頻
繁
に
双
葉
町
内
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、復
興
拠
点
地
域
の
整
備
が
進
み
風
景
は
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ

と
こ
ろ
の
姿
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
に
複
雑
な
気

持
ち
も
あ
り
ま
す
が
「
将
来
に
故
郷
を
託
す
た
め
」

と
し
て
、
前
向
き
に
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県須賀川市

（浜野）

髙倉  伊助さん

たかくら          いすけ
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表
面
的
な
日
常
生
活
は
送
れ
て
も

　

寒
さ
の
中
、
先
の
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
な
が

ら
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ
て
、
せ
い
ぜ
い
数
日

の
つ
も
り
が
、
県
内
外
を
転
々
と
し
て
９
年
目
も

半
ば
を
過
ぎ
ま
し
た
。「
時
の
流
れ
は
止
ま
ら
な

い
」
と
は
い
い
ま
す
が
、
表
面
的
な
日
常
生
活
は

そ
れ
な
り
の
形
に
な
っ
て
も
、
断
ち
切
ら
れ
た
故

郷
で
の
日
々
は
時
間
が
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。
一

方
で
、「
故
郷
」
と
い
う
存
在
は
よ
り
遠
く
へ
い
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
す
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。

歌
に
泣
き
、
歌
に
救
わ
れ
る

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
が
好
き
で
、平
成
22
年
春
、

親
類
に
誘
わ
れ
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
慰
問
活

動
を
行
う
歌
唱
サ
ー
ク
ル
「
風
の
会
」（
南
相
馬

市
）
に
加
わ
り
ま
し
た
。
子
育
て
も
一
段
落
し
て

趣
味
と
し
て
歌
に
時
間
を
向
け
ら
れ
る
と
思
っ
た

矢
先
、
身
内
に
不
幸
が
あ
り
気
持
ち
が
落
ち
込
ん

で
い
た
中
、
会
の
主
宰
者
か
ら
背
中
を
押
さ
れ
、

そ
の
８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
風
の
夏
祭
り
」
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
前

を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
震
災
と
原
発
事
故

に
よ
り
、
し
ば
ら
く
の
間
、
会
の
活
動
は
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
亡
く
し
、
原
発
事
故
に
よ
り
故
郷
を

追
わ
れ
る
な
ど
、
何
度
も
心
に
痛
手
を
負
い
立
ち

直
れ
な
い
と
思
っ
た
こ
と
す
ら
あ
り
ま
し
た
。
震

災
の
約
半
年
後
、
あ
る
歌
を
耳
に
し
て
元
気
を
も

ら
い
、
慰
問
活
動
の
再
開
に
駆
け
つ
け
て
以
降
、

一
曲
歌
う
た
め
に
避
難
先
か
ら
往
復
６
時
間
を
費

や
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
仲
間
と
歌
い
、

慰
問
先
の
お
年
寄
り
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

思
い
を
歌
に
託
し
て

　

今
の
私
が
あ
る
の
は
、
育
ん
で
く
れ
た
故
郷
や

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
一
昨
年
夏
、
思
い
を
３
曲
の
歌
に
託
し

Ｃ
Ｄ
「
Ｄ
ｅ
ａ
ｒ　

ｍ
ｙ　

ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
」
を
出
し
ま

し
た
。
各
曲
そ
れ
ぞ
れ
に
、
夫
へ
の
感
謝
と
夫
婦

の
絆
、
家
族
、
震
災
前
に
先
立
っ
た
息
子
、
そ
し

て
故
郷
の
姿
な
ど
の
思
い
を
込
め
て
歌
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｄ
を
手
に
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
聴
い
て
い
た
だ
い
た

方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
様
々
な
思
い
を
お
持
ち
く

だ
さ
り
、
そ
う
し
た
声
を
い
た
だ
く
度
に
、
私
の

ほ
う
が
勇
気
付
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　茨城県つくば市

（鴻草）

守家  文子さん

もりいえ          あやこ

ＣＤの収益金の一部は、北海道胆振東部地震ＣＤの収益金の一部は、北海道胆振東部地震
をはじめ、各地で発生した災害の支援に役立をはじめ、各地で発生した災害の支援に役立
てていただくために、寄付を続ける予定です。てていただくために、寄付を続ける予定です。
　　　　　　　　　　　（定価：１，０００円）　　　　　　　　　　　（定価：１，０００円）
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　９月２０日にいわき市で行われた双葉町敬老会
に参加した、宇名根幸夫さん（左・山田）と高村
政良さん（右・山田）の笑顔です。

アンソニー先生　【郡山地区】（２００９年撮影） フィリップ先生　【新山地区】（２０１９年９月１４日撮影）

町立学校のＡＬＴ、アンソニー・バラード先生とフィリップ・ジェリーマン先生の写真館です。
双葉町の懐かしい写真などを展示しています。

（ＡＬＴ … 外国語指導助手）（ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～ （ＡＬＴ … 外国語指導助手）～ 双葉町立学校・ＡＬＴ ～

－ 

編
集
後
記 

－

　

今
月
の
表
紙
は
、
９
月
26
日
に
町
立
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、
双
葉
南
・

北
小
学
校
児
童
と
加
須
市
立
種
足
小
学
校
児
童
の
交
流
会
の
様
子
で
す
。
元

気
に
種
足
小
学
校
児
童
を
お
出
迎
え
し
た
双
葉
南
・
北
小
学
校
の
児
童
は
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
、
交
流
会
終
了
後
は
「
ま
た
ね
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
帰
り
の
バ
ス
を
走
っ
て
追
い
か
け
、
バ
ス
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
は
体
育
の
日
で
し
た
。
体
育
の
日
は
２
０
２
０
年
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
の
日
と
名
称
が
改
め
ら
れ
る
そ
う
で
、
体
育
の
日
と
い
う
名
称
は
今
年
で

最
後
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
の
日
に
ち
な
ん
で
、
10
月
11
日
か
ら
ふ
た
ば

ア
プ
リ
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
せ
ん
だ
ん
ち
ゃ
ん
の
「
せ
ん
だ
ん
ち
ゃ

ん
体
操
」
第
１
弾
を
双
葉
町
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し

て
い
ま
す
。
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
簡
単
な
体
操
で
す
。
肩
甲
骨
を
ぐ
っ
と

近
づ
け
る
今
回
の
体
操
は
仕
事
や
勉
強
の
合
間
の
気
分
転
換
に
も
な
る
と
思

い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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